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データ分析 概要 



メンバー構成 



チームの成り立ち 

年月 エピソード ２代目リーダーのつぶやき 

4月 チーム結成 初々しいあの頃・・・データ分析にときめく 

5月 新規メンバー2名追加！ 酒粕入手エピソードは日下さんから 

スライド説明あり(★) 

6月 熱血教師 日下先生指導の元、ゆるゆると統計を学び始める 

チーム肌メンバーと女子会メンバーたち 

中西さん頭角を現わす！開発リーダ兼データ分析テク
ノロジーサイエンスティストに任命！！ 

7月 諸事情により、リーダ交代 各データ集まらず苦悩の日々 

8月 メンバー2名 チーム離脱  

1名はスペインへ旅立つことに！ 

アディオスアミーゴ！ 
モチベーションややダウン気味に・・・ 

9月 日本列島台風直撃でチーム肌メンバーはAITC女子会 全員欠席 

日下さん  日科技連参加でご欠席 

あの頃のときめきは何処へ！？リーダーのデータ収集
サボり癖が発覚か！？台風でカモフラージュ疑惑
（笑） 

10月 〜 そして再会 （ 小南 / 中西 / 日下 ） 〜  そろそろ発表だね〜と焦り始めるメンバー一同 

11月 AITC女子会発表 当日 無事に当日を迎えることができました 



酒粕調達担当（日下） 

 無料で？ イイエ酒造り手伝いました（寒い中冷たい水で洗米作業） 

 

酒粕は茨城県の結城酒造さんへ 

訪問して特別純米酒 結（ゆい）

赤磐雄町の搾りたてを15KGも

いただきました（感謝） 

https://drive.google.com/file/d/0B1zXg7VxBvfDMTljNTA0OW5Jelk/view


仮説から分析までの流れ 



データの計測方法 



仮説と収集データ 

 仮説1 ： 酒粕は肌の状態に影響を与える 

 データ： 両手の油分値 

              ※ 左手には毎日酒粕を塗り、右手には塗らな

い 

 仮説2 ： 気象・生活習慣・食べ物などの環境が 

       肌に影響を与える 

 データ： 気温・湿度・紫外線・降水量 

       歩数・睡眠時間・外出時間 

       日焼け止め塗布の有無・日本酒摂取量 

       野菜摂取量 



データ収集 

データはGoogleスプレッドシートをメンバーで共有して毎日入力 

メンバー皆さんが人柱
（被験者）となってデー
タを収集(T_T) 

苦行でした.... 



データ分析はR Studioを使用 

集めたデータはR達人が勉強会でR Studioで分析 

コミリン＋おっさんは「なるほど～」と感心 



酒 

仮説1：酒粕の塗布の有無によって 

油分値に違いは生じるか 

 

 →プロットを作成 

 

 →塗った手(赤線)の方が 

  塗らなかった手(黒線)より 

  油分値が上昇している 

 

 →酒粕の塗布で油分値が上昇する！ 

 

 

 

結果（１）プロット 



仮説1：酒粕の塗布の有無によって、油分値に違いは生じるか 

          ｔ検定で分析 

 

 

 

 

 

 

  →酒粕の塗布の有無によって、油分値に違いは生じる！ 

結果（ 2 ）ｔ検定 



仮説1：酒粕は肌の状況に影響を与える 

 ↓ 

実証！: 油分値・水分値を上昇させる 

結果（ 1 ）&（ 2 ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果（ 3 ）相関行列 

高い相関関係の変数は無い 

仮説2：気象・生活習慣・食べ物などの環境が肌に影響を与える 



油分値に影響を与えている 

変数は? 

 

→「日焼け止めを塗ったかど

うか」が５%水準で有意 

 

→日焼け止めの塗布が 

肌の状況に影響を与えてい

る！ 

 

 

結果（ 4 ）回帰分析 



仮説1：酒粕は肌の状況に影響を与える 

       →酒粕を塗った手は塗らなかった手よりも油分値が上昇した 

       →酒粕は肌に潤いをもたらすと考えられる 

 

仮説2：気象・生活習慣・食べ物などの環境が肌に影響を与える 

       →日焼け止めの塗布は、肌の潤いを奪うと考えられる 

      また、その他の気象・生活習慣・食べ物は肌に影響を与えない

と 

      考えられる 

 

 

 

考察 



手元にあるデータからは何とも言えない状態でした 

肌 × 酒粕 ＝ 美肌効果？？？ 

結論 



KPT 

Keep: データ分析を通して、統計学の基礎固め（見識を深めること）ができました。継続してデ
ータ分析の勉強を続けて機械学習へと繋がるといいなぁ。。 

Problem: データが中々集まらず大変でした（毎日データ取得はなかなかしんどかったです） 

Try: 地道にデータ収集は少々面倒。簡単にデータ数を増やせる方法があれば（できれば途中面倒
にならない方法で）酒粕の効果を今後実証可能かも！？ 

Keep: 仮説の立案、データ集め、分析…と、一通りの流れを全て自分たちで行うことができ、デ
ータ分析を行う能力が一同以前よりも身に着いたと思います! 

Problem: 自分自身をデータサンプルとする仕組み上、コンスタントにデータを集め続けることま
とまった量のデータを得ることが難しかったです… 

Try: もっと多くの人にデータ収集に協力してもらい(楽な方法で…)、結果を確実なものにしたいで
す。また、他の手法による分析にも挑戦してみたいです! 

Keep: 中西さんがR Studioバリバリ使いこなしている姿が頼もしかったです 

Problem: メンバーが皆さん長期間継続するのは難しいですね 

Try: 日本酒を造る酒蔵実習なんかも取り入れてみたかったな～。知り合いの女性杜氏さんは 

     皆さんお肌美人なの体験して欲しかったな(^^) 




